
■直接実施

□業務委託又は指定管理 ）

□補助金 ）

□その他 （ ）

人 人 人

人 人 人

市民一人あたりの事業費 千円0.00 0.00 0.00

千円0 千円

千円千円

0千円

0

千円

人
件
費

正規職員
従事者数

0 0

人件費　合計

概算人件費

相模原麻溝公園整備事業（野球場整備計画）事業名

実施方法

平成15年

根拠法令等

事業費（直接経費）

千円

事務事業評価シート

事業番号

環境共生部

公園課

35

嘱託職員・
臨時職員等

千円

千円

環境経済局

目的
（何のために）

　「感動と憩いの体験できるスポーツの杜」をコンセプトに、広く市民が利用でき、ス
ポーツの楽しさ、憩いを体験し、コミュニケーションの拠点となる施設整備を目的に整
備を実施してきた。

安藤康恵都市公園法 課長名

（委託先又は指定管理者：

（補助先：

概算人件費

従事者数

課名事業開始年度

局名

部名

千円

事業の必要性

事
　
業
　
概
　
要

対象
（誰・何を対象に）

事業内容
（手段・手法など）

・トップアスリート
・市民一般

　平成19年4月に競技場のトラック及びフィールドを供用開始し、その後段階的に整備
を進め、平成23年4月にバックスタンドを供用開始をもって競技場の整備を終えた。
　平成23年度は（仮称）第2競技場の実施設計を実施しており、平成24年度は本整備
を予定している。
　また、今後の計画として、観客席を設けない野球場の整備を予定している。

　平成15年度に策定した相模原麻溝公園拡張区域基本計画において、当時の野球場
稼働率の観点から野球場の整備が決定された。

0

千円

千円

平成22年度実績

千円

平成21年度実績 平成23年度予算

千円

千円

総事業費 0

コ
ス
ト

千円0

千円

0



・ ■ □ ・ ■ □

・ □ ■

□ □ ■ □ □ □

　相模原麻溝公園拡張区域基本計画に位置づけられた事業であるが、計画策定後、
相模総合補給廠共同使用区域へのスポーツ・レクリエーション施設設置の検討がされ
るなど、施設環境に変化があることから、利用需要調査等を実施し、多様化するス
ポーツ・レクリエーションの推進に向け、各施設の機能分担や将来のスポーツ施設全
般の配置計画を再構築する必要がある。

評　価

《評価区分の理由》

経営評価委員会
による意見

○再構築
事業所管局の意見のとおり

Ｈ24年度
予算への反映

ない

ない

効率性

特記事項
（事業の沿革等）

概算整備費　約497百万円

ある ない必要性

ある

有効性
《評価の視点》

ある

　相模総合補給廠の共同使用区域へのスポーツ・レクリエーション施設の検討の中
で、野球場の整備が計画されていることから、市内の野球場全体のあり方を検討する
必要が生じている。

成果実績

成果指標名 単位 Ｈ22年度実績 Ｈ23年度見込Ｈ21年度実績

成果目標
（現状の成果及び

今後どのようにした
いか、定量的な評

価で示す）

単位当たりコスト２ （総事業費/活動指標）

Ｈ21年度実績単位

単位 Ｈ21年度実績

単位当たりコスト１

活動実績１

活動実績２
活動指標名

活動指標名

（総事業費/活動指標）

Ｈ23年度見込Ｈ22年度実績

Ｈ23年度見込Ｈ22年度実績

平成２３年度
事業費の
主な内訳

（人件費を除く）

項目 金額

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

平成22年度実績

財源内訳

一般財源 千円

その他（　　　　　　　　　）

千円

千円

平成21年度実績

国・県支出金

受益者負担金

平成23年度予算

廃止

千円

事業の自己評価
（今後の事業の方

向性、課題等）

民間《評価の区分》 拡充現状維持見直し再構築


